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　市街地の目に見えるところで工事が進んできており、橋脚や大きなクレーン車など目立つようになりまし
た。また、ふれあい大橋の上空にも桁がかかり、町並みの変化も感じられるようになりました。
　その中で今回は国道５号交差部の工事内容についてご紹介します。一般的に道路や河川の上で採用する工法
で、移動式作業車（ワーゲン：ミドリ色部分）を使用し、橋脚から「やじろべえ」のようにバランスをとりな
がら、左右同時に１ブロックあたり２～３ｍずつ橋桁を張り出していきます。
　国道５号は交通量が多いことから、工事期間中は安全を確保するため車両の交通規制を行い工事を進めます
ので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

桁
橋　桁

・・・列車が走行するための橋の構造部分

・・・橋脚の間に渡される床版を下から支える主要な構造部材

............................................................................................
④完成③張出し施工②ワーゲン組立①橋脚部施工
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